
な
ル
ー
ル
で
、
無
理
な
く
プ
レ
イ

で
き
る
こ
と
か
ら
シ
ニ
ア
世
代
を

中
心
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ッ
チ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
で
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を

し
た
後
「
思
い
や
り
を
持
っ
て
無

理
を
し
な
い
」
な
ど
プ
レ
イ
の
基

本
や
ル
ー
ル
の
説
明
を
聞
き
、キ
ッ

ク
の
基
本
か
ら
パ
ス
回
し
へ
と
進

ん
で
、
後
半
は
３
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

つ
い
夢
中
に
な
っ
て
走
っ
て
し
ま

い
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
吹
か
れ
た
り
、

ゴ
ー
ル
す
る
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
や
拍

手
で
称
え
あ
っ
た
り
、オ
ウ
ン
ゴ
ー

ル
や
珍
プ
レ
イ
が
飛
び
出
す
と
そ

の
度
に
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ
な
ら
無

理
な
く
楽
し
め
る
」「
久
し
ぶ
り
に

い
い
汗
を
か
い
た
」
な
ど
好
評
で
、

２
時
間
が
短
く
感
じ
ら
れ
る
楽
し

い
体
験
教
室
で
し
た
。

　

今
後
、
鎌
田
地
区
公
民
館
で
は

参
加
者
の
声
を
聞
き
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
サ
ッ
カ
ー
の
サ
ー
ク
ル
結
成

を
模
索
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　

講
師
に
長
野
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

理
事
の
篠
原
裕
一
さ
ん
を
、
ゲ
ス

ト
に
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の
片
山
真
人

さ
ん
を
迎
え
、
24
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
発
祥
の
「
歩

く
サ
ッ
カ
ー
」
は
、
走
ら
な
い
・

蹴
り
上
げ
な
い
・
ぶ
つ
か
ら
な
い
・

ヘ
デ
ィ
ン
グ
を
し
な
い
な
ど
が
主

　

松
本
市
の
公
民
館
で
は
初
め
て
の「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー

体
験
教
室
」
を
、
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
２
月
14
日

に
鎌
田
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

世
代
を
超
え
て
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
体
験
教
室
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館 長　 五 十 嵐 一 雄
高宮児童センター

子 育 て が 楽 しくな る
「 つ ど い の 広 場 」

　
「
つ
ど
い
の
広
場
」
は
松
本
市

が
平
成
17
年
か
ら
実
施
し
て
い

る
、
未
就
園
の
乳
幼
児
と
子
育
て

中
の
保
護
者
が
自
由
に
遊
べ
る
場

所
で
す
。

　

鎌
田
地
区
に
は
高
宮
児
童
セ
ン

タ
ー
と
鎌
田
児
童
セ
ン
タ
ー
内
の

２
ヶ
所
に
あ
り
、
平
日
の
９
時
～

14
時
に
開
所
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
方
か
ら
は
「
い
つ
も

楽
し
く
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
」「
季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
や

工
作
が
大
好
き
で
す
」「
相
談
に
の

っ
て
く
れ
た
り
、
子
育
て
の
情
報

を
い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
」「
入
園

す
る
の
で
先
生
や
友
だ
ち
に
な
っ

た
子
と
会
え
な
く
な
る
の
が
残
念
」

な
ど
う
れ
し
い
声
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

遊
具
も
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
、
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
な
ど
が
あ
り
、
大
き
な

バ
ル
ー
ン
を
使
う
遊
び
や
夏
の

プ
ー
ル
は
特
に
人
気
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
情
報
等
は
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
「
松
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
」

や
『
月
刊
イ
ク
ジ
ィ
』
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

常
連
の
親
子
ば
か
り
で
な
く
初

め
て
の
方
も
よ
く
来
ら
れ
ま
す
。

明
る
く
陽
気
な
支
援
員
が
「
子
育

て
が
楽
し
く
な
る
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

おひなさま工作（高宮児童センター）

わくわくクリスマス会（鎌田児童センター）

チームに分かれて楽しくゲーム

最初に歩き方を練習

参加者全員で“One Soul”
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鎌田地区
令和2年3月１日現在
世帯数
　男
　女

8,953 戸
9,923 人
9,557 人

鎌田地区公民館発行者 公民館報編集委員会
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福
寿
草
が
２
月
に
は
庭
で
咲
い
て

い
た
▼
地
球
温
暖
化
は
昨
年
の
台

風
19
号
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大

規
模
森
林
火
災
、ベ
ネ
チ
ア
の
高
潮

な
ど
世
界
中
で
極
端
な
異
常
気
象

を
引
き
起
こ
し
、生
物
や
農
作
物
環

境
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
▼
２

０
１
５
年
の
パ
リ
協
定
は
、今
世
紀

末
の
平
均
気
温
の
上
昇
を
２
度
未

満
に
す
る
と
目
標
を
掲
げ
今
年
始

動
し
た
が
、温
暖
化
の
原
因
で
あ
る

Ｃ
Ｏ
２

を
多
く
排
出
す
る
石
炭
火

力
発
電
を
続
け
る
日
本
は
、
12
月

の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
25
の
会
期
中
に
「
化
石

賞
」に
選
ば
れ
た
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
開
発
を
促
進
す
べ
き
だ
と

思
う
▼
気
候
変
動
対
策
の
転
換
を

求
め
、一
人
で
座
り
込
み
を
始
め
た

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
グ
レ
タ
さ
ん
に

共
感
す
る
若
者
は
今
や
４
５
０
万

人
に
達
す
る
と
か
。伊
那
弥
生
ヶ
丘

の
高
校
生
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
い
削
減
量
を
競
う
「
Ｃ
Ｏ
２
削
減

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
」の
実
施
を
知
っ
た

▼
自
分
た
ち
に
で
き
る
日
常
生
活

で
の
エ
コ
活
動
の
輪
が
拡
が
り
、日

本
の
美
し
い
四
季
や
地
球
環
境
が

一
日
も
早
く
復
活
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。　
（
南
雲　

多
榮
子
）

　

今
年
の
日
本
の
冬
は

昨
年
平
均
よ
り
２
度
上

回
る
過
去
最
高
の
気
温

と
最
小
降
雪
量
の
記
録

的
な
暖
冬
だ
っ
た
。
春

彼
岸
の
頃
に
見
ご
ろ
の

　
選
挙
制
度
と
一
票
の
大
切
さ
を

学
ぶ
講
座
を
、
鎌
田
地
区
公
民
館

と
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
共

催
に
よ
り
、
１
月
17
日
に
開
催
し

ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
の
寺
岡
事
務
局
長
を
招
き
、
平

成
28
年
の
市
長
選
挙
の
地
区
別
投

票
状
況
、
普
通
選
挙
の
歴
史
、
く

ら
し
の
中
の
選
挙
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　

松
本
市
は
普
通
選
挙
運
動
の
発

祥
の
地
で
す
。
明
治
時
代
に
運
動

を
提
唱
し
た
中
村
大
八
郎
や
木
下

尚
江
た
ち
の
功
績
を
讃
え
る
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
中
央
図
書
館
の
前

に
建
っ
て
い
ま
す
。

　

鎌
田
地
区
の
投
票
率
の
推
移
を

見
る
と
、
い
ず
れ
の
選
挙
で
も
市

の
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
選

挙
権
年
齢

が
18
歳
以

上
に
改
正

さ
れ
た
以

降
で
も
関

心
が
薄
い

傾
向
で
す
。

　

国
や
市

の
行
方
を

決
め
る
選

挙
が
一
部

の
人
の
意
見
で
決
め
ら
れ
て
し
ま

う
の
は
、
健
全
な
民
主
主
義
と
は

い
え
ま
せ
ん
。

　

一
人
ひ
と
り
が
主
権
者
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
、
意
思
が
正
し
く

政
治
に
反
映
さ
れ
る
選
挙
と
な
る

よ
う
行
動
を
起
こ
し
、
大
切
な
一

票
を
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

　
2
月
22
日
、
鎌
田
地
区
体
育
協

会
主
催
の
「
第
11
回
さ
わ
や
か
健

康
教
室
」
に
は
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

に
窯
元
を
見
学
す
る
旅
行
な
ど
の

行
事
も
実
施
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

鎌
田
地
区
公
民
館
に
は
市
内
の

公
民
館
で
唯
一
、
陶
芸
窯
２
基
と

陶
芸
作
業
棟
が
あ
り
、
５
つ
の
陶

芸
サ
ー
ク
ル
（
土
と
炎
の
会
・
陶

和
会
・
陶
愉
会
・
陶
親
会
・
陶
楽
会
）

が
曜
日
や
時
間
帯
を
違
え
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
、
陶
楽
会
は
平
成

15
年
の
発
足
以
来
の
ベ
テ
ラ
ン
か

ら
陶
芸
を
始
め
た
ば
か
り
の
初
心

者
ま
で
、
26
人
の
仲
間
が
毎
週
火

曜
日
の
昼
間
を
中
心
に
作
陶
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

代
表
の
宮
坂
敏
行
さ
ん
は
「
会

の
信
条
は
仲
良
く
楽
し
く
」
と
語

り
、
技
術
の
向
上
と
親
睦
を
目
的

雑感

隣近所が協力して農作業
（笹部・昭和 30 年代）

田植機など農作業の機械化は昭和40年代以降に進んだ

が、それ以前の田んぼ仕事は「結
ゆ

い」という近隣の仲間

組織が共同で行っていた。写真の光景は農村地帯だっ

た笹部の田で、苗
なわ

代
しろ

から苗を取って束ね、田植えに備え

る「苗
なえ

取
と

り」の作業。

鎌田地区の歴史 ⑧

選
挙
解
説
講
座

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
公
民
館
で
活
動
す

る
利
用
者
団
体
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
は
地
区

公
民
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本焼（窯焚き）を終え完成した会員の作品
パラリンピック競技種目としても

採用されている「ボッチャ」

鎌田地区の投票率の推移

選挙名 鎌田地区 松本市
全体

平成31年4月
市議会議員選挙 35.00% 47.49%

令和元年7月
参議院議員選挙 46.15% 48.62%

令和2年3月
市長選挙 43.46％ 48.38％

鎌
田
地
区
公
民
館

活
動
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
1

陶
楽
会
（
陶
芸
）

ニュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
楽
し
く
交
流
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